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新型コロナウイルス感染症  

感染拡大防止のための活動報告№12 

 

 新型コロナウイルス感染症に関するニュースに日々目新しさを求める今日こ

の頃です。婦人会では、さまざまな活動をどのように工夫して継続するかをいろ

いろ模索しています。そこで、新しい生活様式のために取り組む婦人会活動を紹

介いたします。 

 

＜健康を守る佐賀県婦人の会＞ 

〈佐賀市婦人会〉 

 各婦人会が、今できる活動を考える機会となりましたが、佐賀市では、小学生

の低学年に布マスクを 435枚寄贈しました。その一部ですが、北川副小学校へ

の寄贈については、新聞に掲載されました（写真 右側）。 

 

〈小城市婦人会〉 

 布マスクを小学１年生に配布することを決めた婦人会員は、自宅で作業を行

いました。学校に行けない児童を思い、一つずつ丁寧に作ったマスクは、450

枚になりました。マスクを通して“少しでも力になれたら”という思いが込めら

れています。その模様は、佐賀新聞にも紹介され（写真 左側）、校長会から各

小学校に配布されました（資料１）。 

写真 5月 5日（火）の佐賀新聞 

   右側の記事が佐賀市です 

   左側の記事が小城市です 
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資料１ 小城市広報さくら 2020年 6月号 26ｐより

 

〈嬉野市婦人会〉 

 布マスクを小学１年生に 200枚を寄贈しました。その時の贈呈式の模様は

以下のとおりです（資料２）。また、現在学童クラブの子どもたちのためのマ

スクを鋭意作成中で、今後寄贈する計画です。 

 

資料 2 嬉野市の報道発表資料 

 


